
東秩父村議会HP 会議録検索

村指定 天然記念物

淨蓮寺境内林
樹齢500〜600年に及ぶ58本の大木を中心に形成され、

村内に類のない樹叢として一括して記念物に指定されている。

樹高48ｍの大杉は県内の天然記念物樹木では最も高い。

村指定 有形文化財

祖師堂
淨蓮寺は1288(正応元)年開山。堂内には日蓮上人坐像

(村指定文化財)が本尊として祀られるほか、徳川家康

から十三代家定までの位牌も安置されている。

県指定 有形文化財

木造 釈迦誕生仏立像（非公開）

鎌倉末期から室町初期の頃の製作と推定される。

像高は47.0cm、誕生仏としては比較的大きい。

令和５年度の表紙写真は東秩父村にあるさまざまな文化財を紹介していきます。今号は 日蓮宗妙榮山 淨蓮寺（御堂）にご協力いただきました。

H i g a s h i C h i c h i b u  V i l l a g e

東秩父の今とこれからを、あなたと一緒に考える情報誌

2023年・春号（第１回定例会・３月）

第21号第21号
村議会村議会 だよりだより
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2村議会だより東ちちぶ 第21号（令和５年３月定例会）

物
価
高
騰
、

　

予
算
直
撃
！

3 月
定例会

第1回定例会の主な内容（開催：３月７日〜13日）

　村長提出議案30件、発議１件、諮問１件について審議しました。

　定期監査報告、総務産業常任委員会調査報告が行われ、一般質問は

３名が登壇しました。

（議案第11号・第12号関連）

　村で管理していたものの、今後の活用が見込めない施設として「皆谷児童館」「二本木峠キャンプ村」は

それぞれ令和５年３月31日をもって廃止となりました。（いずれも東秩父村個別施設計画による）

二
に ほ ん ぎ

本木峠キャンプ村
　昭和42年に県営のキャンプ場として設立、その後移管され村営と

なったが、利用者の減少や水の枯渇により、現在までの19年間は休止

状態だった。令和５年度からは民間事業者への貸出し事業として、業

者の選定等を行っていく。

皆
か い や

谷児童館
　昭和48年６月に設置、59年からは保育施設として利用されていたが、平成12年度末の保育園

廃止とともに児童館としても休止されていた。その後は選挙の際の投票所、または地区の集会など

に使用されてきたが、建物の老朽化が深刻となり、村の個別施設計画に基づき地域移管等が検討さ

れた。しかし、維持管理には大規模改修や解体費用まで必要なことから移管を希望する団体等はな

く、廃止が決定した。一部に石綿（アスベスト）含有建材が使用されていたため、令和５年度に予

定されている建物解体においては飛散防止費用等が加算され高額が見込まれる。（関連Ｐ.９・11）

※１億2592万7316円÷1065世帯

一般会計予算が 20億円を  切れない !



3 村議会だより東ちちぶ 第21号（令和5年5月１日発行）

次
の
ペ
ー
ジ
は 

議
案
と
賛
否
の
一
覧 

／ 

定
期
監
査
報
告 

／ 

総
務
産
業
常
任
委
員
会
報
告

令
和
５
年
度 

一
般
会
計
予
算

20
億

８
８
０
０
万
円

※万円未満切り捨て

国・県支出金

2億166万円

国・県支出金

2億166万円

その他 　　 1億2496万円その他 　　 1億2496万円

地方交付税 12億円地方交付税 12億円

村民皆さんからの税金

2億3297万円

村民皆さんからの税金

2億3297万円

基金からの繰入金
2億1788万円

基金からの繰入金
2億1788万円

地方譲与税    2700万円地方譲与税    2700万円

歳入村に入るお金
（見込み）※万円未満切り捨て

ごみ処理・衛生等のために

2億9713万円

ごみ処理・衛生等のために

2億9713万円

福祉のために

2億9460万円

福祉のために

2億9460万円

学校教育・生涯学習などに

   1億9656万円

学校教育・生涯学習などに

   1億9656万円

道路・橋など土木事業に1億5941万円道路・橋など土木事業に1億5941万円

火災予防・防災などに 1億4866万円火災予防・防災などに 1億4866万円

借入金の返済に　 1億7492万円借入金の返済に　 1億7492万円

歳出村が使うお金
（見込み）

その他           1億1807万円その他           1億1807万円

給与・税務・戸籍・選挙・
などに

5億3105万円

給与・税務・戸籍・選挙・
などに

5億3105万円

他会計への繰出金など 1億6757万円他会計への繰出金など 1億6757万円

村債      　    2850万円村債      　    2850万円
地方消費税交付金 　5500万円地方消費税交付金 　5500万円

00

５億円５億円

10億円10億円

15億円15億円

20億円20億円

00

５億円５億円

10億円10億円

15億円15億円

20億円20億円

※万円未満切り捨て表示のため、それぞれの合計額には差が生じます。

　村が令和５年度の取組みの主眼として掲げた「村

職員の財政状況把握とコスト意識の醸成」「将来

にわたり持続可能な予算編成の確立」「突発的な事

態および庁舎建設に備えた基金の確保」の３点は、

全てが大きな課題である。

　令和５年度予算は〈経費の削減〉と〈住民サービ

スや生活環境の向上〉の両立が意識された編成と

言えるが、諸物価高騰の影響は金額に直結した。

議会は予算の執行状況を社会の動向も踏まえて注

視していく。

令和５年度一般会計予算
持続可能な村たりうるか

ここが

ポイント

 住民への

 サービスや

福祉の費用は？

ホントに
無駄遣い
してない？

※１億2592万7316円÷1065世帯

地方交付税で
なんとか
回ってる

前年度比
9100万円
4.56％
増

村税少ない

    新庁舎
 建設にかかる
  費用は？

土木の

工事費は？

　ゴミ処理費用

１世帯あたり 年間

 11万 8242円！
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お知らせします 審議した議案と議員の賛否
上程された議案・概要・結果

○：賛成  ×：反対  欠：欠席

質
疑
数

結  

果

栗
島
廣
行

鷹
野 

明

百
瀬
浩
子

野
口
勝
則

田
中
秀
雄

高
野
貞
宜

渡
邉　

均

松
澤
公
一

条 例 の

制定・廃止

個人情報保護法施行条例の制定 3 可 決 × ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

議会の個人情報の保護に関する条例の制定　※発議 0 可 決 × ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

和紙の里関連施設設置及び管理条例の制定 1 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

ふるさと応援寄付金基金条例の制定 3 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

企業版ふるさと納税基金条例の制定 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

児童館設置及び管理条例の廃止 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

村営二本木峠キャンプ村設置及び管理条例の廃止 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

条例の改正

情報公開・個人情報保護審査会条例及び情報公開・個人
情報保護審議会条例の一部改正

0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

職員の定年等に関する条例の一部改正 2 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

行政財産使用料徴収条例の一部改正 2 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

手数料条例の一部改正 2 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例等の一部改正

1 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例及び子ども・子育て会議条例の
一部改正

0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

令和4年度

補 正 予 算

一般会計補正予算（第6号） 12 可 決 × ○ ○ × ○ ※ ○ ○

国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

介護保険特別会計補正予算（第2号） 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

簡易水道事業会計補正予算（第3号） 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

合併処理浄化槽設置管理事業会計補正予算（第３号） 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

令和5年度

予 算

一般会計予算 19 可 決 × ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

国民健康保険特別会計予算 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

介護保険特別会計予算 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

後期高齢者医療特別会計予算 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

簡易水道事業会計予算 0 可 決 × ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

合併処理浄化槽設置管理事業会計予算 1 可 決 × ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

人 事

固定資産評価審査委員会の選任 0 同 意 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

固定資産評価審査委員会の選任 0 同 意 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

固定資産評価審査委員会の選任 0 同 意 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

農業委員会委員の任命 0 同 意 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

副村長の選任 0 同 意 × ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦　※諮問 なし 同 意 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

そ の 他 工事請負契約の変更契約の締結 0 可 決 ○ ○ ※ ○ ○ 欠 ○ ○

[※]議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。 賛否同数の場合のみ、「議長裁決」として表明します(「裁」と記載)。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
村
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
」
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問

１ 

住
民
福
祉
課
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
補
助
金

　

村
の
一
般
会
計
か
ら
交
付
さ
れ
て

い
る
多
額
の
補
助
金
の
使
途
や
事
業

内
容
を
確
認
し
た
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
金
は
３
１
０

０
万
円
で
、
近
隣
の
小
川
町
、
滑
川

町
、
吉
見
町
と
伍
す
る
額
で
あ
る
が
、

村
の
人
口
は
こ
れ
ら
の
町
の
10
分
の

１
程
度
。
こ
の
現
状
に
つ
い
て
東
秩

父
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
で
共
有
、

令
和
５
年
度
か
ら
の
内
部
改
革
を
指

摘
し
た
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

開
設
１
年
を
経
て
、
現
状
の
見
解

と
今
後
の
展
望
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
嵐
山
町
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の

運
営
を
参
考
に
シ
ル
バ
ー
人
材
の
雇

用
確
保
を
願
い
た
い
。

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

　

派
遣
実
績
が
少
数
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
事
業
内
容
と
今
後
の
展
望
を
確

認
し
た
。

２ 

建
設
課

・
下
河
原
橋
架
替
工
事

　

工
事
関
係
書
類
と
工
事
現
場
を
確

認
し
た
結
果
、
事
務
事
業
の
執
行
は

適
正
か
つ
効
率
的
で
あ
り
、
監
査
を

実
施
し
た
範
囲
に
お
い
て
は
そ
の
内

容
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
認
め
る
。

３ 

産
業
観
光
課
（
株
式
会
社
和
紙
の
里
）

・
決
算
内
容

 

直
近
の
決
算
が
赤
字
で
あ
っ
た
た

め
、
要
因
と
今
後
の
展
望
を
確
認
し

た
。
第
31
期
赤
字
の
要
因
と
第
32
期

黒
字
経
営
に
向
け
た
計
画
に
つ
い
て

報
告
が
な
い
。﹁
赤
字
経
営
が
継
続

す
る
場
合
は
経
営
者
の
公
募
を
考
え

る
﹂
と
社
長
が
示
唆
。

・
令
和
３
年
度
定
期
監
査
に
お
け
る

　

指
摘
事
項
の
進
捗
に
つ
い
て

　

５
項
目
全
て
未
作
成
。
資
料
提
出

が
な
く
口
頭
の
説
明
で
あ
っ
た
こ
と

は
非
常
に
残
念
で
あ
り
、
普
段
の
事

務
事
業
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
疑
問
を
感
じ
る
。

〈
令
和
４
年
度
定
期
監
査
に
お
け
る

指
摘
事
項
・
意
見
〉

　

﹁
株
式
会
社
東
秩
父
村
和
紙
の
里
﹂

の
指
定
管
理
者
と
し
て
の
適
性
に
疑

問
を
感
じ
る
た
め
、
和
紙
の
里
の
管

理
に
つ
い
て
は
公
募
に
よ
り
指
定
管

理
者
を
決
定
す
る
よ
う
指
摘
す
る
。

公
募
に
あ
た
り
、
現
指
定
管
理
者
の

業
務
内
容
を
精
査
し
、
東
秩
父
村
社

会
福
祉
協
議
会
の
協
力
（
東
秩
父
村

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
就
業
規
則
第

10
条
）
を
仰
ぎ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
活
用
を
提
案
す
る
。

定
期
監
査
報
告
（
要
約
）

総務産業常任委員会報告 動き出さなければ！
　

常
任
委
員
会
は
、
村
の
課
題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
調
査
・
研
究
し

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
総
務
産
業
常
任
委
員
会
は
「
遊
休
地
有
効
活
用
」

と
「
新
庁
舎
建
設
事
業
」
を
調
査
し
ま
し
た
。

代
表
監
査
委
員　

吉
野 

文
泰

議
会
監
査
委
員　

田
中 

秀
雄

檜原村視察

報 

告

１ 

遊
休
地
有
効
活
用
に
つ
い
て

　

移
住
施
策
等
に
資
す
る
た
め
、
特
に
立
地

条
件
に
優
れ
た
旧
安
戸
診
療
所
・
旧
神
谷
ぶ

ど
う
園
・
旧
農
産
物
直
売
所
の
現
状
確
認
と

先
進
事
例
の
視
察
を
行
っ
た
。
６
月
10
日
の

現
地
視
察
以
降
４
回
に
わ
た
り
有
効
活
用
の

方
向
性
を
検
討
、
ま
た
１
月
17
日
に
は
東
京

都
檜ひ

の
は
ら原

村
を
視
察
し
移
住
促
進
住
宅
を
中
心

に
移
住
定
住
施
策
へ
の
取
組
み
を
伺
っ
た
。

・
旧
安
戸
診
療
所
に
つ
い
て

　

本
村
で
は
診
療
所
と
し
て
使
用
す
る
医
師

の
確
保
は
困
難
と
思
わ
れ
る
た
め
、
建
物
は

解
体
、
２
区
画
に
分
け
て
分
譲
し
て
は
ど
う

か
。
立
地
条
件
が
大
変
良
く
、
不
動
産
業
者

等
に
鑑
定
を
依
頼
し
売
買
を
検
討
し
て
は
。

売
却
に
あ
た
り
多
少
の
損
失
が
出
た
と
し
て

も
、
保
有
し
続
け
る
よ
り
有
益
で
あ
る
。

・
旧
神
谷
ぶ
ど
う
園
に
つ
い
て

　

10
区
画
程
度
に
分
け
て
の
分
譲
、
あ
る
い

は
若
年
世
帯
定
住
促
進
で
の
条
件
を
付
け
て

の
無
償
譲
渡
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
村
で
移

住
定
住
促
進
の
住
宅
用
地
と
し
て
取
得
し
た

関
係
上
、
移
住
定
住
促
進
用
の
住
宅
建
設
が

第
一
義
。
檜
原
村
で
は
、
村
が
建
設
し
た
住
宅

を
比
較
的
安
価
な
固
定
月
額
で
賃
貸
し
、
20

年
以
上
住
み
続
け
た
入
居
者
に
は
無
償
譲
渡

と
い
う
施
策
を
行
っ
て
い

る
。
仮
に
本
村
で
同
様
施

策
を
実
施
し
た
場
合
、
初

期
の
整
地
・
建
築
費
用
は

家
賃
・
村
民
税
と
い
っ
た

継
続
的
収
入
に
見
合
う
と

試
算
で
き
、
移
住
定
住
施

策
に
資
す
る
効
果
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

３
〜
５
棟
程
度
建
設
し
て
み
て
は
。

・
旧
農
産
物
直
売
所
に
つ
い
て

　

住
宅
地
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
現
存
建
物

の
破
損
箇
所
に
つ
い
て
は
修
繕
が
必
要
。

２ 

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

　

議
会
活
動
等
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
議

場
や
議
会
関
連
室
等
の
先
進
事
例
の
視
察
を

行
っ
た
。

　

１
月
27
日
、
比
企
郡
川
島
町
役
場
庁
舎
（
平

成
28
年
１
月
供
用
開
始
）
を
視
察
し
、
担
当

課
長
よ
り
説
明
を
受
け
た
。
住
民
の
利
便
性

や
来
庁
者
へ
の
配
慮
、
自
然
光
や
地
熱
を
利

用
す
る
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

　

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎

建
設
委
員
会
に
お
い
て
協
議
中
の
事
項
で
あ

る
た
め
、
本
委
員
会
と
し
て
は
報
告
を
差
し

控
え
る
。

報 

告
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東秩父青色申告会について

問 補助金等の交付手続等に関する規則による補

助金交付の手続は、どのように行われるのか、

順を追って見解を述べてください。

答 同規則によると「補助金等の交付申請、申請

受付・審査、補助金等の交付決定、補助金交

付、実績報告受付審査、補助金等の金額確定、補助

金等清算」が一連の流れになります。

問 令和３年度の東秩父青色申告会補助金の請求

書がありますが、村は同申告会にどのような

債務を負っていますか。

答 同申告会からの請求書を受け取り、内容を審

査し、支出負担行為兼支出命令を行ったとき

が債務を負ったときと考えます。

問 東秩父青色申告会補助金交付決定にあたり、

支出負担行為を何月何日に、誰が行いました

か。文書の発番も併せて答弁願います。

答 支出負担行為兼支出命令書を、令和３年７月

12日に、税務会計課長が起票しています。

文書の発番は採っていません。

問 文書がないというように聞こえますが、その

ように理解してよろしいでしょうか。

答 文書がないというご指摘はそのとおりです。

問 支出命令は、何月何日に、誰が行いましたか。

答 令和３年７月12日に、税務会計課長が起票

しています。　　　　　　　　　　　　　　　　

問 補助金については、本来であれば、交付決定

時点で支出負担行為決定を行って交付決定通

知書を申請者に渡し、それに基づいて申請者が補助

金交付請求書を提出、そこから申請書類を精査して

支出命令伝票の起票となります。支出負担行為と支

出命令の伝票を同日に作成することは、補助金交付

事務としてはあまりにも仕事が早過ぎるのではない

かと疑問を感じます。事務手続は書類をしっかりと

そろえていただきたいと思いますが。

答 法令や予算に違反しておらず、債務がある、

支出義務があるということで支払いました。　

疑念を抱かれないよう
適切に運用します

税務会
計課長

　　　　　 補助金行政を糺（ただ）す

栗島廣行栗島廣行議員議員

不明瞭な不明瞭な
手続きに疑問手続きに疑問

栗島廣行 議員

①村の補助金行政について

百
も も せ

瀬浩
ひ ろ こ

子 議員

①東秩父村DX(デジタルトランスフォー

メーション)の推進と令和５年度「協働の

まちづくり事業」 について

協働のまちづくり事業 … 平成25年度か

ら令和４年度までの「地域づくり事業」を主に

引継ぐもので、補助金交付期間は令和５年度か

ら10年度。地域づくり事業では大字単位で活

動する団体と村職員が協働で計画を実現する

という趣旨があったが、協働のまちづくり事業

では大字の枠外で構成された団体も対象であ

る点、計画・実施とも住民主体の活動であり職

員は補助的動員となる点が異なる。いずれも村

の課題解決や地域活性化により持続可能な村

づくりを推進するもの。

野
の ぐ ち

口勝
かつのり

則 議員

①児童公園等について

②道路修繕について

東
秩
父
村
の
様
々
な
課
題
等
に
つ
い
て
、
行
政
に
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
。

議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
持
ち
時
間
は

答
弁
も
含
め
て
60
分
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
て
執
筆
（
要
約
）
し
た
も
の
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。 村

政
の

こ
こ
が

聞
き
た
い

３
名
の
議
員
が

一
般
質
問

一般質問
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次
の
ペ
ー
ジ
は 

質
疑
応
答
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
抜
粋
・
要
約
）

問 東秩父村協働のまちづくり事業の補助対象事

業を細分化する理由は何ですか。地域住民や

地域の多様な主体をひとつの集合体としたほうが、

事務処理等の一本化を図ることができ、地域課題の

受け皿としても大きくなるのではないでしょうか。

答 従来の地域づくり事業においても担い手の確

保が最大の課題であったことを考慮すると、

多くの分野を横断的に実施する事業は多くの人員や

時間を要し、実現には支障があると推測されます。

そこで、小さな団体の活動であっても補助金を活用

でき、その積み重ねが大きな成果へと繋
つな

がることを

期待して対象事業の細分化を図っています。

問 小回りがきく利点を生かした展開と、人員不

足という地域の共通課題に対する合同活動に

ついてはどのような考えがありますか。

答 利点として、各地域や団体が把握する課題等

への迅速な対応と、よりきめ細やかな事業に

なることが挙げられます。多様な課題に対応し、活

用しやすい事業となるように進めていく中で、そう

いった成功体験の積み上げが各種団体の中長期的な

存続にも寄与すると思われます。人員不足に対して

は、新制度により「地域の垣根を超えた取組み」も

補助対象事業に位置づけました。これは地域団体代

表者との協議の中で提案されたものです。

問 企画財政課の所管ではない他の部局による事

業実施のデータの分析・活用について、どん

な考えがありますか。

答 各地域や団体が考える課題解決や地域活性化

に対する支援として様々なデータ提供をして

いきたいと考えています。「様々な地域課題の解決

に向けて何とかしたい」という思いに対し、「小さ

な活動も拾い上げていきたい」という考えに基づき、

皆様の自発的な活動の展開を目指すものです。

問 「防災担当職員と巡るハザードマップ確認ツ

アー」などの企画を村から打ち出して参加者

を募り、本事業にのせていくのはいかがでしょうか。

答 住民と一緒に防災意識の向上を図る取組みと

して素晴らしい提案ですが、村主体となると

別事業が望ましく、地域団体主体でそのような企画

を行う場合に本事業をご活用いただけると思います。

意欲を持った小さな活動
も支援します

企画財
政課長

協働のまちづくり事業

百瀬浩子百瀬浩子議員議員

児童公園について

問 児童公園等の利用状況と課題についてお聞き

します。

答 ８か所のうち、少子化の影響もあり利用者が

極めて少ない所があります。老朽化で修繕が

必要な遊具、安全面を考慮して使用禁止にしている

遊具があるほか、草刈り等で地元の方に負担をおか

けしていること、利用率の低い公園の土地について

もお支払いしている賃借料の費用対効果等が課題と

して挙げられます。

問 利用者が極めて少ない現状から、今後の集約

や廃止の方向性についてお聞きします。

答 安戸児童公園と皆谷公園を残し、その他の６

か所については令和５年度で遊具を全て撤去、

お借りしている土地については返還する予定です。

大内沢上の公園については、遊具の撤去後も高齢者

福祉施設(ゲートボール場)として継続して土地を

お借りする予定です。

問 遊具の撤去について、当該地域への説明等、

住民周知はどのように考えていますか。

答 地元区長及び地権者等には既に説明し、ご了

解いただいています。撤去する段階になりま

したら広報誌等で住民に周知したいと考えています。

問 ふれあい広場については各種団体のスポーツ

大会やイベント等が開催され、幅広い年齢層

の方が利用しています。子ども向けの遊具の拡充や

健康遊具の新設など、公園としての機能を整備して

はどうでしょうか。また村内には雨天時に子どもが

自由に過ごせる屋内施設がありません。新庁舎建設

に伴いコミュニティセンター機能併設の方向性が示

されていますが、庁舎建設に合わせて屋内の遊び場

スペースを考えてみてはどうですか。

答 ふれあい広場が子どもの遊び場や村民の健康

増進が図れる場所として多くの方にご利用い

ただけるよう、遊具拡充や健康遊具の新設について

検討していきます。また室内の遊び場スペースにつ

いては、新庁舎設計の段階で住民との協議の場にお

いて必要が生じた場合には検討させていただきます。

遊具拡充や健康遊具の
新設を検討していきます

村　長
教育長

児童公園等６か所廃止… 

野口勝則野口勝則議員議員

地域課題に取組む地域課題に取組む
10年のあゆみ10年のあゆみ
今後の展開は今後の展開は

子どもの子どもの
遊び場は遊び場は
どこに？どこに？
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議
案
第
３
号　

和
紙
の
里
関
連
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
制
定

問

和
紙
の
里
の
各
施
設
は
全
て
行
政
財
産

と
し
て
管
理
し
て
い
る
か
。

答

全
て
行
政
財
産
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

台
帳
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

※
行
政
財
産
…
普
通
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
、
公
用
ま
た
は
公
共
用
に
供
す
る
、
ま

た
は
供
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
財
産
を
い

う
。
行
政
財
産
以
外
の
一
切
の
公
有
財
産

を
普
通
財
産
と
い
う
。

議
案
第
13
号　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

歳
出
︶
教
育
総
務
費 

事
務
局
費 

特
別
職
給

料　
　
　
　
　
　
　
　
　

39
万
７
０
０
０
円

問

こ
れ
ま
で
の
教
育
長
の
給
料
30
％
カ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
、
先
日
の
全
員
協
議
会
で
の

村
長
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
足
立
村
政
が
始

ま
っ
た
当
初
に
教
育
長
か
ら
申
し
出
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
当
時
の
副
村
長
・
教
育
長
か

ら
は
「
同
意
は
し
た
が
申
し
出
て
は
い
な
い
」

と
聞
い
て
い
る
が
。

答

私
が
公
約
に
﹁
首
長
の
給
料
30
％
カ
ッ

ト
﹂
を
掲
げ
た
当
時
は
首
長
の
給
料
削
減

ブ
ー
ム
で
、
当
時
の
副
村
長
・
教
育
長
も
そ

の
流
れ
で
同
意
し
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
私
か
ら
は
提
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

承
服
で
き
な
け
れ
ば
﹁
そ
の
給
料
で
は
働
け

な
い
﹂
と
断
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

問

新
教
育
長
か
ら
は
給
料
カ
ッ
ト
の
申
し

出
が
あ
っ
た
か
。

答

私
が
﹁
本
来
の
形
で
お
願
い
し
ま
す
﹂

と
言
い
ま
し
た
。

歳
出
︶
商
工
費 

商
工
振
興
費 

和
紙
の
里
関

連
施
設
指
定
管
理
業
務
委
託
料

　

91
万
７
０
０
０
円

問

こ
の
増
額
に
つ
い
て
は
村
長
が
直
接
や

り
取
り
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

答

和
紙
の
里
の
理
事
か
ら
﹁
こ
ん
な
に
電

気
料
が
上
が
っ
て
い
る
か
ら
何
と
か
し
て
く

だ
さ
い
﹂
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

問

金
額
は
ど
う
算
定
さ
れ
た
か
。

答

和
紙
の
里
か
ら
電
気
料
高
騰
に
伴
い
指

定
管
理
料
の
値
上
げ
検
討
を
求
め
る
申
し
出

が
あ
り
、
庁
内
で
協
議
し
ま
し
た
。

問

村
で
計
算
し
た
の
か
。

答

村
単
独
で
は
な
く
和
紙
の
里
か
ら
提
出

さ
れ
た
一
覧
表
に
基
づ
く
協
議
の
形
で
す
。

問

本
来
は
指
定
管
理
者
か
ら
求
め
ら
れ
た

と
し
て
も
村
が
電
気
料
を
１
０
０
％
保
証
す

る
必
要
は
な
く
、
和
紙
の
里
の
方
で
も
要
求

は
補
正
で
は
な
く
令
和
５
年
度
の
当
初
予
算

で
上
げ
る
べ
き
で
は
。

答

和
紙
の
里
の
自
主
事
業
部
分
の
電
気
料

は
村
が
負
担
し
て
い
な
い
た
め
１
０
０
％
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
令
和
４
年
度
は
電
気

料
の
大
幅
値
上
げ
に
村
の
管
理
す
る
各
施
設

分
は
補
正
予
算
を
組
ん
で
対
応
し
た
実
情
を

考
慮
し
、
村
長
の
判
断
も
あ
っ
て
、
施
設
管

理
料
と
し
て
最
低
限
の
電
気
料
を
追
加
で
負

担
す
る
形
で
補
正
し
ま
し
た
。

議
案
第
19
号　

令
和
５
年
度
一
般
会
計

予
算

全
体
予
算　
　
　
　
　

20
億
８
８
０
０
万
円

問

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
当
初
の

19
億
９
７
０
０
万
円
か
ら
、
最
終
的
に
25
億

３
６
０
０
万
円
ま
で
に
な
っ
た
。
令
和
５
年

度
も
多
額
の
補
正
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

答

当
初
予
算
の
編
成
時
点
で
は
年
度
中
に

緊
急
の
補
正
予
算
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な

大
き
な
事
業
等
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

臨
時
交
付
金
な
ど
で
増
額
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、
補
正
に
は
慎
重
さ
を
求
め
た
い
。

歳
入
︶
財
産
運
用
収
入 

財
産
貸
付
収
入 

農

産
物
直
売
所
建
物
貸
付
料　
　
　
　

80
万
円

問

議
案
第
３
号
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、

農
産
物
直
売
所
の
建
物
は
行
政
財
産
と
い
う

ご
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。
行
政
財
産
は
貸
し

付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
使
用
料
と
す

る
べ
き
で
は
。

答

ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。
Ｊ
Ａ
と
の
協

議
の
中
で
も
使
用
料
と
し
て
お
り
、
そ
の
認

識
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
予
算
書
の
確
認

不
足
で
し
た
。
後
日
修
正
し
ま
す
。

歳
出
︶
消
防
費 

常
備
消
防
費 

常
備
消
防
負

担
金　
　
　
　
　
　
９
９
７
２
万
９
０
０
０
円

歳
出
︶
消
防
費 

非
常
備
消
防
費 

非
常
備
消

防
負
担
金　
　
　
　
３
２
２
９
万
３
０
０
０
円

問

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
発
足
以
降
、

常
備
消
防
負
担
金
は
上
が
り
続
け
て
い
る
。

構
成
自
治
体
へ
の
負
担
金
の
求
め
方
に
つ
い

て
、
条
例
で
は
常
備
消
防
の
必
要
額
を
各
自

治
体
の
消
防
費
基
準
財
政
需
要
額
に
応
じ
て

割
り
振
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
必
要
経

費
を
積
み
上
げ
て
割
り
振
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
基
準
財
政
需
要
額
の
全
て
を
負
担
金

と
し
て
求
め
る
考
え
に
思
え
る
。
令
和
５
年

度
の
割
合
は
。

答

常
備
消
防
負
担
金
に
つ
い
て
は
前
年
度

の
消
防
費
基
準
財
政
需
要
額
１
億
３
３
６
万

２
０
０
０
円
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
５
年
度

の
負
担
金
９
９
７
２
万
９
０
０
０
円
は
約

96
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

問

こ
の
と
こ
ろ
、
需
要
額
の
96
％
前
後
の

負
担
金
が
求
め
ら
れ
続
け
て
い
る
。
構
成
自

治
体
の
財
政
状
況
は
ど
こ
も
厳
し
い
中
、
広

域
の
常
備
消
防
側
の
そ
う
い
っ
た
考
え
方
は

い
か
が
な
も
の
か
。
財
政
担
当
者
の
意
見
は
。

答

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
消
防
費
基

準
財
政
需
要
額
は
常
備
消
防
費
と
非
常
備
消

防
費
の
合
算
で
地
方
交
付
税
措
置
さ
れ
る
も

の
で
、
そ
の
増
減
と
常
備
消
防
費
は
リ
ン
ク

し
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
実
態
で
は
連
動
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。
需
要
額
の
令
和
４
年

度
に
お
け
る
増
額
は
、
非
常
備
消
防
の
報
酬

が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
な
の
で
、
本

質
疑
応
答
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
抜
粋
・
要
約
）
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
議
員
の
声
」
令
和
５
年
度
予
算 

こ
こ
が
気
に
な
る
!!

来
は
非
常
備
消
防
負
担
金
の
増
額
分
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

問

非
常
備
消
防
負
担
金
は
ず
っ
と
２
〜
３

０
０
０
万
円
台
で
推
移
し
て
い
る
。
広
域
の

常
備
消
防
の
予
算
も
あ
る
程
度
頭
を
抑
え
る

こ
と
が
必
要
と
思
う
が
、
管
理
者
レ
ベ
ル
で

話
は
で
き
な
い
か
。

答

所
管
課
長
会
議
、
副
長
会
議
、
首
長
会

議
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
上
げ
る
べ
き

こ
と
は
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
ま
す
。

歳
出
︶
社
会
福
祉
費 

児
童
福
祉
総
務
費 
出

産
祝
い
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
65
万
円

問

令
和
５
年
度
か
ら
国
で
も
始
め
た
が
、

本
村
は
村
長
の
英
断
の
も
と
平
成
27
年
度
か

ら
出
産
祝
い
金
を
制
度
化
、
ま
た
秩
父
郡
４

町
で
始
ま
る
と
い
う
給
食
費
の
無
償
化
も
平

成
31
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、
よ
い
先
行
事

例
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
出
産
・
子
育
て
に

つ
い
て
の
村
長
の
意
見
は
。

答

少
子
化
は
世
界
的
に
危
機
的
状
況
で
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

問
題
で
す
。
皆
さ
ん
の
後
押
し
を
受
け
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

歳
出
︶
中
学
校
費 

教
育
振
興
費 

水
泳
指
導

民
間
委
託
料　
　
　
　
　
　
27
万
５
０
０
０
円

問

委
託
の
効
果
と
今
後
の
展
望
は
。

答

４
年
度
は
３
回
実
施
、
生
徒
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
﹁
泳
力
が
上
が
っ
た
﹂﹁
楽
し
か
っ

た
﹂と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
プ
ー

ル
の
管
理
・
修
繕
等
に
か
か
る
経
費
も
削
減

で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
委
託
を
考
え
て

い
ま
す
。
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
使
用
可
能
な

た
め
継
続
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
に
つ

い
て
は
費
用
対
効
果
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

歳
出
︶
林
業
費 

林
業
振
興
費 

村
有
林
管
理

事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
68
万
５
０
０
０
円

問

村
有
林
の
面
積
、
植
栽
、
管
理
施
業
計

画
は
。

答

令
和
３
年
度
決
算
書
に
よ
る
と
、
１
９

２
万
９
７
３
８
・
90
㎡
、
約
１
９
３
ha
で
、

杉
57
・
６
％
、
檜
40
・
５
％
、
残
り
そ
の
他

で
す
。
現
段
階
で
は
計
画
は
作
成
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

問

今
後
の
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答

森
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
、
他
の

自
治
体
の
事
業
を
参
考
に
令
和
５
年
度
中
に

計
画
策
定
の
予
定
で
す
。

早
め
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

歳
出
︶
道
路
橋
梁
費 

道
路
新
設
改
良
費 
帯

沢
区
道
路
新
設
測
量
設
計
業
務
委
託
料

２
９
９
万
円

問

従
来
の
３
分
の
１
ほ
ど
の
予
算
で
ま
か

な
い
た
い
と
い
う
お
話
だ
が
。

答

こ
の
測
量
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
現

況
測
量
に
伴
っ
た
図
面
を
作
成
す
る
部
分
と

物
件
補
償
の
価
格
を
算
定
す
る
部
分
の
み
を

委
託
し
、
そ
の
他
の
道
路
線
形
、
縦
断
、
横

断
を
職
員
が
測
量
し
、
構
造
物
を
含
め
た
設

計
も
職
員
が
図
化
、
積
算
す
る
こ
と
に
よ
り

最
低
限
の
予
算
で
計
上
で
き
て
い
ま
す
。

問

下
河
原
橋
に
関
連
し
て
も
予
算
削
減
の

努
力
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
。

答

特
に
下
部
工
に
つ
い
て
、
当
初
の
設
計

で
は
３
種
類
の
瀬
替
え
工
を
使
い
分
け
な
が

ら
の
施
行
予
定
で
し
た
が
、
地
元
業
者
と
の

協
議
・
提
案
の
中
で
の
進
入
路
変
更
に
よ
り

大
幅
に
減
額
で
き
、
購
入
土
が
不
要
と
な
っ

た
こ
と
も
さ
ら
な
る
経
費
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
瀬
替
え
工
変
更
に
つ
い
て
は
河

川
管
理
者
で
あ
る
埼
玉
県
や
事
業
者
を
は
じ

め
関
係
者
の
ご
理
解
と
、
担
当
者
の
経
費
削

減
の
意
欲
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

歳
出
︶
社
会
福
祉
費 

児
童
福
祉
総
務
費 

皆

谷
児
童
館
解
体
工
事
費１

２
９
１
万
７
０
０
０
円

問

金
額
に
つ
い
て
説
明
を
。

答

専
門
業
者
に
解
体
費
用
見
積
も
り
依
頼

の
際
、
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
外
壁
部

材
か
ら
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
。
除
去
工
事
に
は
養
生
や
足
場
な
ど

飛
散
防
止
の
措
置
で
手
間
と
経
費
が
か
か
る

た
め
、
こ
の
予
算
額
に
な
り
ま
し
た
。

 

反
対
討
論
︵
要
旨
︶

  

栗
島
廣
行
議
員

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
の
審
議
に
お

い
て
、
ま
ず
村
長
の
施
政
方
針
が
聴
け
て
い

ま
せ
ん
。
３
期
目
の
集
大
成
と
な
る
最
後
の

年
度
に
向
け
、
重
要
項
目
、
思
い
、
予
算
へ

の
反
映
等
に
つ
い
て
村
長
の
言
葉
が
な
か
っ

た
こ
と
は
残
念
で
す
。

　

さ
ら
に
問
い
た
い
の
は
執
行
部
の
姿
勢
で

す
。
平
成
12
年
４
月
の
地
方
分
権
一
括
法
施

行
に
よ
り
、
国
・
県
・
市
町
村
は
横
一
列
の

水
平
関
係
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
画
一
の
行

政
指
導
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
職
員
は
一
刻

も
早
く
意
識
の
転
換
を
図
り
、
創
造
と
工
夫

で
新
し
い
行
政
を
展
開
し
な
け
れ
ば
、
世
界

の
潮
流
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
り
ま
す
。

　

審
議
に
お
い
て
疑
問
に
思
っ
た
点
、
予
算

の
内
容
を
組
み
替
え
た
方
が
良
い
点
、
質
疑

に
誠
実
に
答
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
点
も

あ
り
、
私
の
矜
持
に
基
づ
き
本
予
算
に
は
賛

成
で
き
ま
せ
ん
。

議
案
第
24
号　

令
和
５
年
度
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
会
計
予
算

問

本
予
算
に
は
地
方
公
営
企
業
法
の
趣
旨

に
則
っ
て
い
な
い
費
用
が
入
っ
て
い
る
と
思

う
が
。

答

災
害
復
旧
等
の
特
別
な
理
由
で
必
要
な

場
合
に
一
般
会
計
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
金
額

に
つ
い
て
は
補
助
金
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
本
村
に
お
い

て
は
現
在
そ
の
よ
う
な
理
由
は
当
該
会
計
に

な
い
の
で
、
規
定
外
の
繰
入
れ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
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公営企業会計について

総務管理費
新庁舎設計業務委託費予算総額 9400万円
うち令和５年度分 3706万円

道路橋梁費
帯沢区道路新設測量設計業務委託料　
299万円

　公営企業による財貨またはサービスの提

供は、全て市民の財貨またはサービスの提

供を受けるものではない。公営企業につい

ては、財貨またはサービスの提供を受ける

ものがその費用を負担するものとすること

が衡平の原則に適することとなる。ゆえに

総括原価主義を採用し、収益的支出におい

てかかる費用を料金で賄う、という原則は

理解されているのだろうか。

　近年、施設建設事業において、設計図書完成の後に計画が度々頓

挫し、多額のお金がただの紙くずと化している。この事実を踏まえ、

新庁舎建設に係る予算については建設規模や総工費、設計条件等を

熟慮した上で計上されることが望ましい。検討を尽くさない状態で

の事業執行とならないよう、執行部一丸となった精一杯の努力を期

待し、確実な成果を願う。

　新年度予算で私が最も関心があるのは帯沢下河原地区の新

設道路で、３月議会で可決されたこと、関係各位に感謝いた

します。現在河川沿いに通っている道路は幅が２メート

ル程度と狭く、数年前の19号台風では大きく陥没した

場所もでき、最悪決壊するところでした。緊急車両も通

行不可能であったことから、新しい道路の開通は地元

の悲願です。

児童福祉費　子育て支援は十分か

　国や県では、令和５年度予算について「結婚」「出産」「子

育て」に対する支援のさらなる充実を図るよう進めてい

ます。東秩父村でも学校給食費無償化をはじめ、出産や

子育て、子ども医療費の支援等、評価できる施策が

なされていると思いますが、現在の社会情勢では、

給料を安く抑えられて子供に係る費用負担が大変

な家庭もあります。村にはこれからも折を見て子

ども一人ひとりへの現金給付にぜひ取り組んでも

らいたい。
松澤公一議員

鷹野　明議員

野口勝則議員

完成した下河原橋

令和5年度予算

現金給付を現金給付を
ぜひぜひ

熟慮して熟慮して計上を計上を

地元の地元の
悲願悲願

　　　ここが

気になる!!

議員の声
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
み
ん
な
の
声
」
八
幡
山
神
社
獅
子
舞
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
！

林業費　
森林整備業務委託料
（森林環境譲与税）
306万2000円

社会福祉費
配食サービス事業
252万3000円

社会福祉費
出産・子育て応援補助金　120万円
出産祝い金　　　　　　　　65万円

　森林環境譲与税は、荒廃した山林・森林の再生と育成に

より、水源の涵養、土砂崩れ等災害の防止を図り、豊かな

自然の維持を目的として各自治体に交付されるものです。

東秩父村の山林は、約60年前に植え付けられた杉や檜の

人工林のほとんどが手入れされていない状態です。

　村の現状と考えを反映した森林整備計画の策定のため

森林整備業務委託料を現地調査に活用し、その計画につ

いては令和６年度から実整備がスタートできる内容とす

ることが必須と思われます。

　令和５年度から提携業

者が代わり、最大週５日

の昼食配食サービスが受

けられるようになりまし

た。サービスの拡充は喜

ばしいことです。しかし

ながら、より一層の拡充、

住民の選択の幅を広げる

という意味で、提携業者

以外の配食を利用したい

方に対する補助金も必要

ではないでしょうか。村

には今後の取組みの

中でぜひ検討して

いただきたいと考

えています。

　平成26年６月定例会における一

般質問で「出産祝い金制度」を提

案したところ、翌27年度から運用

していただき、第１子出産時５万円、

第２子10万円、第３子15万円と、

これまでの８年間で465万円

が支給されました。令和５

年度から国で始めた出産・

子育て応援補助金に先駆け

るものであるとともに、引

き続きの支給が決まってい

ます。子どもは村の宝

です。子育て支援、

これからも考えてい

きます！

栗島廣行議員

百瀬浩子議員

高野貞宜議員

田中秀雄議員

児童福祉費
皆谷児童館解体工事費　1291万7000円

　大気汚染防止法等の平成18年９月の改正

で製造と使用が禁止された石綿(アスベス

ト)含有建材。さらに令和４年４月からは、

工事前の調査・報告義務の他、工事中、工

事完了後まで、全ての段階で規制が追加・

強化された。老朽化の中で新たな使途が模

索された皆谷児童館も廃止というこ

とに決まったが、解体の事前調査

でアスベストが検出されたことで、

より多くの費用が必要になったとのこと。今後、建築物の解体においては相当

高額な費用が見込まれるのが気になる！(特に新庁舎建設に伴う現庁舎の解体）渡邉　均議員

比企広域の
常備消防負
担金の増大
も気になって
います！

料金決定は料金決定は
適正に適正に

子供は子供は
「村の

宝」
「村の

宝」

早期に実整備早期に実整備
スタートをスタートを

今後の解体費今後の解体費
に懸念…に懸念…

選択肢を選択肢をひろげて　ひろげて　
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委　員　長　野口勝則
副委員長　渡邉　均

委　　員

栗島廣行・鷹野　明・百瀬浩子
田中秀雄・高野貞宜・松澤公一

12村議会だより東ちちぶ 第21号（令和５年３月定例会）

次回定例会は

６月６日（火）　10時開会予定です

八幡山神社奉納獅子舞

３月定例会の傍聴者数はのべ３人でした

傍聴に
 行こう！　木々の緑が目にまぶしい今日このご

ろ、住民の皆様にはお元気でご活躍の

こととお喜び申し上げます。

　さて、議会だより編集委員会では年

度毎に表紙写真のテーマを決め、これ

までシリーズ〈槻川〉〈村の子どもたち〉

〈村に咲く花々〉〈村の山々からの眺望〉

等、村の魅力を広く知っていただきた

く掲載してきました。令和５年のテー

マは〈村にある文化財〉です。

　今後の表紙写真にもご注目いただき、

ご愛読いただけたら幸いです。

 議会だより編集委員会

村指定無形民俗文化財「村指定無形民俗文化財「萩萩
はぎだいらはぎだいら

平平の獅子舞」の獅子舞」

を継承する、八幡山神社獅子舞保存会を継承する、八幡山神社獅子舞保存会

の皆さんに聞きました。の皆さんに聞きました。（取材日：2月11日） （取材日：2月11日） 

萩平萩平のの獅子舞獅子舞について／について／

　　　　また　　　　またおすすめおすすめのの演目演目はは

伝統伝統のの継承継承について、について、

 行政 行政にに期待期待することはすることは

21

萩
はぎわら

原 義
よしひろ

博さん 関
せ き ね

根 正
まさあき

明さん

関
せ き ね

根 優
ゆ う き

輝さん

継承継承のの難しさ、課題は難しさ、課題は 梅
うめざわ

澤 邦
く に お

夫さん

人材募集や確保の手助けをしてほしい。

会費も集めているが、時代の流れと不

況のあおりで行事の維持が厳しく、財

政的な援助が必要。

文化財に指定するだけではなく、

その後のフォローもお願いしたい。

萩平地区は25世帯54人。人手不足とともに、生活や考え方の多様化で、萩平地区は25世帯54人。人手不足とともに、生活や考え方の多様化で、

春夏秋冬同じ生活を積み重ねる共同体としてのつながりは弱まっています。春夏秋冬同じ生活を積み重ねる共同体としてのつながりは弱まっています。

なかなか世代交代ができず、60代でも若手。なかなか世代交代ができず、60代でも若手。

行事を支えてくれる行事を支えてくれる女女
おんなしおんなし

衆衆に集まってもらうのが難しい上に、コロナ禍で手に集まってもらうのが難しい上に、コロナ禍で手

作りの料理等は提供できず、在り方も変わらざるを得なくなった。作りの料理等は提供できず、在り方も変わらざるを得なくなった。

現在はお現在はお囃囃
は や しは や し

子子・舞子・裏方まで兼任で、つねに人材確保が課題。・舞子・裏方まで兼任で、つねに人材確保が課題。

萩平地区だけでは継承できないので、御堂全体の氏子で担う、笛の吹ける萩平地区だけでは継承できないので、御堂全体の氏子で担う、笛の吹ける

村民に協力してもらうなどの対策を考える必要があります。村民に協力してもらうなどの対策を考える必要があります。

嵐山町の鎌形神社から1720年代に伝わった「鎌形ざ

さら」で、12の演目があります。

牡
お

獅
じ し

子２頭、牝
め

獅
じ し

子１頭で舞うのが基本で、雌の

取合いが子孫繁栄の願いにつながります。

しばらく行われていませんが、人の歯で真剣をく

わえて舞う「シラハ」という演目は、動きの美し

さにスピードと迫力が加わり、見応えがあります。

刀剣は管理と保存が難しいため、現在の舞には模造

刀を使用します。

  令和４年は村による記録映像の撮影もあり、人手が増

えて例年より賑やかにできました。

今号は今号は

八幡山八幡山
神社獅子舞神社獅子舞
保存会保存会

はちまんやまはちまんやま
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